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途
中
に
あ
る
縦
画
の
終
筆
を

　

 

は
ね
て
も
よ
い
例

  

終
筆
は
、「
止
め
・
は
ね
・
払
い
」
の
い
ず

れ
か
で
す
。
こ
こ
で
は
、
終
筆
の
例
に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。　

　

例
え
ば
、「
木
」
の
二
画
目
の
縦
画
は
は
ね

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
応
用
す
れ
ば
、

「

（
き
へ
ん
）」
の
縦
画
も
は
ね
て
も
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、「

（
う
し
へ
ん
）」

「

（
の
ぎ
へ
ん
）」「

（
こ
め
へ
ん
）」
の
縦

画
も
は
ね
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。（
図
２
）

▼
「

（
き
へ
ん
）」「

（
う
し
へ
ん
）」

　

「

（
の
ぎ
へ
ん
）」「

（
こ
め
へ
ん
）」

　

の
あ
る
文
字

　

そ
れ
で
は
、
実
際
に
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て

ど
ん
な
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
指
導
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

横
画
の
長
短
に
よ
っ
て
は
、
違
う
漢
字
に

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。（「
士
・
土
」、

「
末
・
未
」
な
ど 

） 

し
か
し
、
横
画
の
長
短
を

変
え
て
も
許
容
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
無
」
は
三
画
目
と
八
画
目
の
長
短
が
変
わ
っ

て
も
許
容
の
形
で
す
。（
図
１
）

　

こ
の
よ
う
に
、
横
画
の
長
短
に
よ
っ
て
、
許

容
で
あ
る
か
な
い
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
天
」も
上
下
の
横
画
の
長
短
が
変
わ
っ

て
も
、
許
容
の
形
で
す
。「
蚕
」
も
同
様
に
考

え
て
よ
い
文
字
で
す
。

2
「
許
容
の
書
き
方
」

の
実
際

（図 2）

　

常
用
漢
字
表
の
（
付
）「
字
体
に
つ
い
て
の

解
説
」
の
中
の
「
第
二　

明
朝
体
活
字
と
筆
写

の
楷
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
で
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
個
々
の
漢
字
の
字

体
（
文
字
の
骨
組
み
）
を
、
明
朝
体
活
字
の
う

ち
の
一
種
を
例
に
用
い
て
示
し
た
。
こ
の
こ
と

漢
字
の
指
導
を
す
る
際
、
特
に
、
許
容
の
書
き

方
を
考
え
る
と
き
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
小

※

学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編

で
は
、
漢
字
の
指
導
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

「（
ウ
）
漢
字
の
指
導
に
お
い
て
は
、
学
年
別
漢

字
配
当
表
に
示
す
漢
字
の
字
体
を
標
準
と
す
る

こ
と
。」（
中
略
）「（
ウ
）
は
、
漢
字
の
標
準
的

な
字
体
の
拠よ

り
所
を
示
し
て
い
る
。
漢
字
の
指

導
の
際
に
は
、
学
習
指
導
要
領
の
『
学
年
別
漢

字
配
当
表
』
に
示
さ
れ
た
漢
字
の
字
体
を
標
準

と
し
て
指
導
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
『
標
準
』
と
は
、
字
体
に
対
す
る
一

つ
の
手
掛
か
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以

外
を
誤
り
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
児
童
の
書

く
文
字
を
評
価
す
る
場
合
に
は
、『
常
用
漢
字

表
』（
昭
和
五
十
六
年
内
閣
告
示
）
の
『
前
書
き
』
に
あ

る
活
字
の
デ
ザ
イ
ン
上
の
差
異
、
活
字
と
筆
写

の
楷
書
と
の
関
係
な
ど
も
考
慮
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。」
と
解
説
し
て
あ
り
、
ど
こ
ま
で
許

容
さ
れ
る
の
か
の
根
拠
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
常
用
漢
字
表
の
「
筆

写
の
楷
書
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
書
き
方
が
あ
る

も
の
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
観
点
を
含
め
、
実

際
の
許
容
の
書
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
筆
写
の
楷
書
に
お
け
る
書

き
方
の
習
慣
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
字
体
と
し
て
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
明
朝

体
活
字
（
写
真
植
字
を
含
む
。）
の
形
と
筆
写

の
楷
書
の
形
と
の
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で

違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
印
刷
上
と
手
書
き

上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
習
慣
の
相
違
に
基
づ
く
表
現

の
差
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
分

類
し
て
例
を
示
す
。」
…
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
、

　
漢
字
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
い
ざ
丸
付
け
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

「
こ
れ
は
、
正
解
（
○
）
に
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」

「
土
の
横
画
の
長
さ
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
か
ら
間
違
い
だ
な
。」

「
画
の
接
し
方
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」

な
ど
、
正
解
か
間
違
い
か
迷
っ
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
こ
れ
は
許
容
の
書
き
方
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
許
容
の
形
に
つ
い
て
考
え
、
今
後
の
漢
字
指
導
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
指
導
を
考
え
る
会

こ
う
書
い
て
も
大
丈
夫
？ 

〜
許
容
の
形
〜
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1
「
許
容
の
書
き
方
」

の
考
え
方

（図１）

一
年

校
・
村
・
林

二
年

科
・
秋

三
年

横
・
橋
・
根
・
植
・
相
・
柱
・
板
・

様
・
物
・
秒

四
年

械
・
機
・
極
・
材
・
札
・
松
・
梅
・

標
・
特
・
牧
・
種
・
利
・
粉
・
料

五
年

桜
・
格
・
検
・
構
・
枝
・
移
・
税
・

程
・
精

六
年

株
・
机
・
権
・
樹
・
棒
・
枚
・
模
・

私
・
秘
・
糖

画
の
長
短
に
関
す
る
例

終
筆
に
関
す
る
例
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▼
「
宀
」
の
あ
る
文
字

▼
「
亠
」
の
あ
る
文
字

❶ 

点
と
横
画
の
接
し
方
の
例

　

 「
广
（
ま
だ
れ
）」「
疒
（
や
ま
い
だ
れ
）」

 

「
宀
（
う
か
ん
む
り
）」「
亠
（
な
べ
ぶ
た
）」

の
一
画
目
は
下
の
横
画
か
ら
離
し
て
も
よ
く
、

画
の
方
向
が
変
わ
っ
て
も
許
容
の
形
で
す
。

（
図
６
）

▼
「
广
」
の
あ
る
文
字

  

左
払
い
が
横
画
に
変
化
す
る
許
容
の
例
も
あ

り
ま
す
。「
匕
」
の
あ
る
文
字
が
そ
れ
に
当
た

り
ま
す
。
ま
た
「
系
」
の
あ
る
文
字
も
同
様
で

す
。
そ
の
他
「
風
・
考
・
橋
」
な
ど
も
、
左
払

い
が
横
画
に
変
化
し
て
も
よ
い
許
容
の
形
と
考

え
て
い
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
「
匕
」
の
あ
る

文
字
は
、
終
筆
の
は
ね
を
止
め
て
も
許
容
の
形

で
す
。（
図
５
）

▼
「
匕
」・「
系
」
の
あ
る
文
字

❷ 

最
終
画
の
縦
画
を
払
っ
て
も
よ
い
例

　

学
習
指
導
要
領
の
「
学
年
別
漢
字
配
当
表
」

で
は
、
最
終
画
の
縦
画
は
、
止
め
て
い
る
の
か

払
っ
て
い
る
の
か
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
最
終
画
の
縦
画
を
払
う
こ
と
も
許
容
の
書
き

方
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

▼
最
終
画
が
縦
画
の
文
字

❸ 

払
い
を
止
め
て
も
よ
い
例

⑴
右
払
い
の
例

　
「
又
・
欠
・
攵
・
夂
」
な
ど
の
右
払
い
は
止

め
て
も
許
容
の
形
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
３
）

▼
「
又
」・「
欠
」・「
攵
」・「
夂
」
の
あ
る
文
字

　

ま
た
、「
様
・
緑
・
球
・
求
・
録
・
康
」
な

ど
の
最
終
画
の
右
払
い
も
止
め
て
よ
い
例
で

す
。 

さ
ら
に
、「
艮
」
の
右
払
い
の
終
筆
も
同

様
で
、「
食
・
銀
・
根
・
養
・
限
・
良
」
な
ど

が
そ
の
例
で
す
。（
図
４
）

⑵
左
払
い
の
例

  

左
払
い
を
止
め
て
も
よ
い
例
も
あ
り
ま
す
。

「
非
・
悲
・
俳
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

一
年

耳
・
車
・
十
・
千
・
川
・
早
・
草
・

中
・
年

二
年

科
・
帰
・
牛
・
計
・
午
・
算
・
市
・

姉
・
新
・
南
・
半
・
用

三
年

界
・
岸
・
研
・
庫
・
幸
・
州
・
所
・

章
・
申
・
神
・
都
・
鼻
・
筆
・
部
・

平
・
命
・
羊
・
洋

四
年

印
・
希
・
訓
・
軍
・
郡
・
辞
・
席
・

折
・
節
・
卒
・
帯
・
単
・
仲
・
料

五
年

解
・
幹
・
許
・
群
・
件
・
耕
・
師
・

準
・
常
・
断
・
布
・
婦
・
弁
・
綿

六
年

革
・
干
・
揮
・
郷
・
降
・
済
・
障
・

針
・
拝
・
肺
・
棒
・
幕
・
郵
・
卵
・

律

一
年

空
・
字

二
年

家
・
室

三
年

安
・
院
・
寒
・
館
・
客
・
究
・
宮
・

実
・
守
・
宿
・
定

四
年

案
・
害
・
完
・
官
・
管
・
察
・
貯

五
年

演
・
額
・
寄
・
富
・
容

六
年

宇
・
割
・
穴
・
憲
・
縮
・
宣
・
宅
・

宙
・
宝
・
密

一
年

音
・
校
・
文
・
立
・
六

二
年

顔
・
京
・
交
・
高
・
市
・
姉
・
新
・

親
・
方
・
夜

三
年

暗
・
意
・
育
・
商
・
章
・
族
・
対
・

童
・
倍
・
部
・
放
・
遊
・
流
・
旅

四
年

衣
・
位
・
億
・
旗
・
泣
・
鏡
・
競
・

航
・
産
・
辞
・
卒
・
停
・
変
・
望

五
年

液
・
境
・
効
・
接
・
率
・
適
・
敵
・

統
・
防

六
年

刻
・
済
・
裁
・
就
・
熟
・
障
・
装
・

肺
・
訪
・
亡
・
忘
・
裏

二
年

歌
・
教
・
数
・
夏
・
後
・
麦

三
年

軽
・
取
・
受
・
度
・
投
・
波
・
反
・

坂
・
板
・
皮
・
服
・
返
・
役
・
飲
・

次
・
整
・
放

四
年

径
・
最
・
殺
・
努
・
欠
・
改
・
救
・

散
・
敗
・
牧
・
愛
・
変

五
年

仮
・
経
・
護
・
支
・
枝
・
授
・
設
・

破
・
版
・
報
・
資
・
故
・
修
・
政
・

敵
・
務
・
酸
・
復
・
複

六
年

穀
・
収
・
段
・
暖
・
欲
・
敬
・
警
・

激
・
厳
・
枚
・
腹
・
優

一
年

花

二
年

北

三
年

化
・
階
・
死
・
指
・
係

四
年

貨
・
老
・
孫

五
年

混
・
態
・
能
・
比

六
年

疑
・
批
・
陛
・
系

二
年

広
・
店

三
年

庫
・
庭
・
度

四
年

康
・
席
・
底
・
府

五
年

応
・
鉱
・
序

六
年

拡
・
座
・
庁
・
糖

（図３）

（図５）

（図６）

（図４）

点
画
の
接
し
方
に
関
す
る
例

画
の
方
向
が
変
わ
る
例
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❷ 

横
画
の
終
筆
と
縦
画
の
接
し
方
の
例

　

 

「
日
・
目
・
見
・
貝
・
田
・
月
」
な
ど
、
中

に
あ
る
横
画
の
終
筆
は
、
右
側
の
縦
画
か
ら
離

し
て
止
め
て
も
許
容
の
形
で
す
。（
図
７
）

 

「

（
い
と
へ
ん
）」
の
あ
る
文
字
は
四
、五
、

六
画
目
の
部
分
の
形
が
変
わ
り
、
筆
順
が
変

わ
っ
て
も
許
容
の
形
で
す
。
ま
た
、
四
画
目
を

は
ね
、
五
画
目
を
止
め
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
図
８
）

▼
「

（
い
と
へ
ん
）」
の
あ
る
文
字

  

曲
が
り
を
折
れ
払
い
に
し
た
り
、
は
ね
を

払
っ
た
り
し
て
も
許
容
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
切
・
改
・
望
」
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。（
図
９
）

  

今
回
は
許
容
の
形
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
許
容
と
は
「
こ
う
書
い
て
も
よ
い
」
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、「
こ
う
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  

速
く
書
く
た
め
の
一
つ
の
工
夫
と
し
て
、
ま

た
、
字
形
を
整
え
る
た
め
、
そ
し
て
、
行
書
へ

の
移
行
も
考
え
て
許
容
の
書
き
方
が
あ
る
と
考

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

  

漢
字
指
導
を
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
点
を
念

頭
に
置
い
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
初
日
に
結
果
が
出
る
。
テ
ン
ト
に
泊
ま

る
必
要
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
善

は
急
げ
、
だ
。

　

ぼ
く
は
釣
り
道
具
一
式
を
小
わ
き
に
か

か
え
る
と
、
木
々
を
か
き
わ
け
て
斜
面
を

の
ぼ
っ
て
行
っ
た
。

　

小
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
ホ
ッ
コ
リ
沼
は
あ

る
。
深
い
木
立
ち
の
す
き
ま
か
ら
、
乳
緑

色
に
に
ぶ
く
光
る
沼
が
見
え
て
き
た
。

　

岸
辺
の
、
す
わ
り
ご
こ
ち
の
よ
さ
そ
う

な
石
に
腰
を
下
ろ
す
と
、
さ
っ
そ
く
竿
の

し
か
け
に
と
り
か
か
っ
た
。
相
手
は
き
っ

と
大
物
だ
ろ
う
か
ら
、
フ
ラ
イ
よ
り
魚
粉

ダ
ン
ゴ
の
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

　

ぼ
く
は
盛
大
に
コ
マ
セ
を
ま
く
と
、
池
の
中
央
め
が
け
て
糸
を
投

げ
た
。

　

ポ
チ
ョ
ン
…
…
と
ぼ
け
た
音
を
立
て
て
、
エ
サ
が
し
ず
ん
で
行
く
。

あ
ぶ
く
が
二
つ
三
つ
上
が
っ
た
き
り
、
水
辺
は
し
ず
ま
り
か
え
っ
た
。

　

無
人
島
で
の
釣
り—

。
な
ん
て
の
び
の
び
し
た
気
分
な
ん
だ
ろ
う
。

ぼ
く
は
な
ん
ど
も
深
呼
吸
し
た
。

　

と
、
し
ば
ら
く
し
て
ぼ
く
は
、
周
囲
の
し
げ
み
の
中
か
ら
、
何
者

か
が
こ
ち
ら
の
よ
う
す
を
う
か
が
っ
て
い
る
気
配
を
感
じ
た
。

　

 

「
人
か
…
…
？
」

　

い
や
、
人
が
す
が
た
を
か
く
せ
る
ほ
ど
、
大
き
な
や
ぶ
は
な
い
。

ち
ょ
っ
と
い
ご
こ
ち
が
悪
く
な
っ
て
、
セ
キ
ば
ら
い
を
し
て
み
る
。

　

す
る
と
、ま
わ
り
の
し
げ
み
の
中
か
ら
も
、セ
キ
ば
ら
い
が
か
え
っ

て
き
た
。

く
は
探
検
家
だ
。
き
ょ
う
は
ヘ
ッ

コ
ロ
島
と
い
う
無
人
島
へ
行
く
。

そ
こ
に
は
ホ
ッ
コ
ロ
沼
と
い
う
場
所
が

あ
っ
て
、
な
ぞ
の
ヌ
シ
が
す
み
つ
い
て
い

る
ら
し
い
。
正
体
を
見
た
者
は
な
い
。
そ

い
つ
を
釣
り
上
げ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
計

画
な
ん
だ
。

　

島
の
持
主
は
百
歳
ち
か
い
お
じ
い
さ
ん

で
、
島
が
見
え
る
港
町
に
ひ
と
り
で
く
ら

し
て
い
る
。

　

 

「
あ
の
島
は
ハ
ァ
、
先
祖
代
々
う
ち

の
も
の
じ
ゃ
が
、
ず
っ
と
ほ
っ
た
ら
か
し

て
あ
る
。
五
、六
人
ば
か
り
ヌ
シ
を
釣
り

上
げ
に
出
か
け
た
や
つ
も
お
っ
た
が
ハ
ァ
、

み
ん
な
手
ぶ
ら
で
帰
っ
て
き
た
な
。
動
物
も
少
し
い
る
が
、
ク
マ
や

毒
虫
や
ヘ
ビ
は
お
ら
ん
か
ら
ハ
ァ
、
心
配
せ
ん
で
え
え
。
も
し
ヌ
シ

を
仕
留
め
た
ら
、
礼
は
い
ら
ね
ぇ
け
ど
、
一
回
だ
け
見
せ
に
来
て
く

れ
。
あ
の
世
の
み
や
げ
に
楽
し
み
に
し
て
っ
か
ら
よ
」

　

何
だ
か
う
れ
し
そ
う
に
話
す
じ
い
さ
ん
に
見
送
ら
れ
て
、
ぼ
く
は

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
島
を
め
ざ
し
た
。

　

島
に
は
も
の
の
三
十
分
ほ
ど
で
到
着
し
た
。
濃
い
緑
に
お
お
わ
れ

た
、
茶
碗
を
ふ
せ
た
よ
う
な
か
た
ち
の
島
だ
。

　

せ
ま
い
入
江
を
み
つ
け
て
、
そ
の
浜
に
ボ
ー
ト
を
つ
な
ぐ
。

　

森
の
入
口
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
、
手
っ
と
り
早
く
テ
ン
ト
を
張
っ

た
。
二
、三
日
は
こ
こ
で
野
営
す
る
つ
も
り
だ
。
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、

腕
の
い
い
ぼ
く
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
ろ
う
。

　

ま
だ
お
昼
ま
え
だ
。
ぼ
く
の
経
験
で
は
う
ま
く
い
く
時
は
た
い
て

舟
ふな

崎
ざき

 克
よし

彦
ひこ

（文・絵）

ヘッコロ島奇
き

譚
たん

お は な し 定 期 便

「おはなし定期便」は、子どもたちへの「読み聞かせ」や
「朝の読書」の時間などにご活用ください。

ぼ

（図７）

（図８）

（図９）
二
年

絵
・
細
・
紙
・
線
・
組

三
年

級
・
終
・
緑
・
練

四
年

紀
・
給
・
結
・
続
・
約

五
年

経
・
織
・
績
・
絶
・
総
・
統
・
編
・

綿

六
年

絹
・
紅
・
縦
・
縮
・
純
・
納

3
お
わ
り
に

【
参
考
文
献
】

・
『
書
写
三
・
四
・
五
・
六
年
』（
光
村
図
書
）

・
氷
田
光
風
編
著
『
字
形
と
筆
順
』（
光
村
図
書
）

・
白
木
龍
竹
著
『
漢
字
書
き
取
り
字
典 

標
準
字
体
と

　

許
容
の
め
や
す
』（
日
本
習
字
普
及
協
会
）

【
補
注
】

※
文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』

　

一
〇
六
・
一
〇
七
ペ
ー
ジ

筆
順
が
変
わ
る
例

曲
が
り
を
折
れ
払
い
に
し
た
り
、

は
ね
を
払
っ
た
り
す
る
例




